
平成 18 年度

平成 32 年度

【局評価】 【財務局評価】

どのような課題や問題点があったか 財務局として、成果や課題などについて、どう考えたか

根拠法令等

局として、事業をどうしていきたいか

29年度予算で、どのように対応したか

千円

千円 千円

千円 千円

歳入 29年度予算額 － 

歳出 29年度予算額

移管・終了

29年度見積額 － 29年度見積額 442,069 千円

歳
出

27年度決算額 400,722 千円

28年度予算額 － 28年度予算額 438,942 千円

442,069 

－ 

○　高い効果が期待でき、実施数も順調に増加している
　ことから、継続的に実施していく。また、アンケート
　結果や教員・児童館スタッフ等からの意見などを踏ま
　え、より魅力ある施策となるよう適宜見直していく。
○　一般の方々向けに対象を拡大し、水道水の安全性、
　震災対策への取組など、水道事業に対する理解を深め
　てもらう。
【学校でのキャラバン実施規模】
・28年度/見込み 1,272校　・29年度/計画 1,200校
【児童館等でのキャラバン実施規模】
・28年度/見込み 190回・29年度/計画 150回
【一般の方々向けのキャラバン実施規模】
・28年度/見込み 10回（試行）・29年度/計画 30回

６

拡大・充実 見直し・再構築

２ どのように取り組み、どのような成果があったか ４

１ どのような経緯で事業を始めたか、何を目指すのか ３ ５

○　都は、安全でおいしい水をお届けするため、高度
　浄水処理の導入などに取り組むとともに、水道に対
　する理解を深める目的で様々な広報活動を行ってい
　る。

○　その中で、子供達に東京の水道の取組や、水道水
　のおいしさなどに関する理解を深めてもらうことを
　目的に、平成18年度より、希望する小学校を訪問し
　演劇・映像・実験などを交えて分かりやすく説明す
　る水道キャラバンを実施している。

○　また、25年度から、新たに子育て世代等を対象と
　して、児童館、地域イベント等においても水道キャ
　ラバンを実施している。

○　今後も、アンケート結果や教員、児童館スタッフ等
　からの意見・要望を踏まえ、実施内容等を継続的に改
　善していく必要がある。

〇　安定した水道サービスを提供していく上で、水道水
　のおいしさや安全性について、都民の理解を深めるこ
　とは重要である。

〇　対象として、次世代を担う子供達を中心に実施する
　本事業は、将来も見据えた水道水への理解を深める上
　で効果的であり、これまでの実績を踏まえた着実な実
　施が求められる。

拡大・充実 見直し・再構築 移管・終了 その他○　平成28年度は、計画及び前年度実績を上回る
　1,272校の小学校から申込があった。
○　実施後のアンケートでは、教員から「水道水の重
　要性や家庭に届けられるまでを歴史的な背景も入れ
　ながらわかりやすく学習できる。」との回答を得て
　おり、来年度もキャラバンを希望したいという要望
　も寄せられている。児童からは「これからは水を大
　切にしたい」等の感想文が寄せられた。
○　授業終了後も学習内容を一過性に終わらせないた
　めに、友人や家族と繰り返し学び、事業効果が継続
　的かつ広がりを持つようにするための取組として、
　「チャレンジシート」を配布した。
○　児童館等で実施を始めた水道キャラバンについて
　は、区市町の児童館所管部署等を通じて実施を働き
　かけ、目標の150回を大きく上回る190回の申込みが
　あった。
○　参加者や児童館からの要望を受け、子供を飽き
　させないメニュー（親子体操、正しいうがい・手洗
　い方法）を取り入れ実施している。

その他

〇　アンケート結果等を踏まえた改善が図られており、
　実績も堅調であるため、局案のとおり対応する。

歳
入

27年度決算額

事業評価票

385
水道キャラバンの実施 事 業 開 始

（水道局サービス推進部／水道事業会計） 事 業 終 期
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